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同居されているかたがおられるのならば、できますれば皆さんでお読みください

祠 堂 経 会 厳 修
日時　6 月 19 日 （日） ～ 20 日 ( 月 )

	 19 日	午前 9 時 30 分より	
午前の部、並びに祠堂のお勤め尼講

	 	 午後 2 時より	 	 尼講のお勤め
	 	 引き続き	 	 	 午後の部

	 20 日	午前 9 時 30 分より	午前の部
	 	 午後 2 時より	 	 午後の部
　
	 19日は尼講によるオトキ （お持ち帰り弁当） があります
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さんさん(魚津市栄明寺住職)(魚津市栄明寺住職)がされますがされます
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「
知し

ら
ざ
る
を
知し

ら
ず
と
為な

す
是こ
れ

知し

る
な
り
」
知
ら
な
い
こ

と
を
知
ら
な
い
こ
と
と
わ
か
る

こ
と
が
本
当
の
意
味
で
の
知
る

と
言
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
意

味
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
私
が

住
職
に
な
り
た
て
の
頃
あ
る
先

輩
僧
侶
か
ら
聞
い
た
言
葉
を
ふ

と
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
仏
に
は
仏
の
覚
り　

凡
夫
に

は
凡
夫
の
覚
り
」
と
い
う
も
の

で
す
。
仏
教
と
い
う
の
は
成
仏

道
で
あ
り
最
終
目
的
は
悟
り
を

開
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当
然

私
た
ち
の
関
心
事
は
仏
様
が
お

開
き
に
な
っ
た
覚
り
と
は
な
ん

だ
と
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
仏
様
と
同
じ
よ
う
な
悟
り

を
開
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
な

り
ま
す
。
で
も
ま
ず
し
な
け
れ

ば
な
ら
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い
の
は
私
た
ち
は
凡

夫
な
の
だ
か
ら
凡
夫
の
覚
り
な

の
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
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夫
の
覚
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と
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何
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新
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知
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い
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凡
夫
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と
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と
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の
自
覚
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と
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え
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い
た
だ
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と
が
あ
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ま
す
。
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。
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せ
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歩
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。
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仏
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だ
か
ら
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ら
ず
迷
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い
る
私
な
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知
り
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け
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と
が
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事
な
こ
と
な
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で
し
ょ
う
。



第 353 号 (2022 年 6 月 1 日 ) ごぼはんだより

常入寺のホームページもあります　https://www.gobohan.com/　 ごぼはん　常入寺

期日 2022年６月 18日 ( 土 )

午後 2時～ 4時 30分まで

場所 慶楽寺富山市中老田401
電話 076-436-6522

講題

南無阿弥陀仏　
人と生まれたことの意味を

たずねていこう

講師 結柴依子師
1979 生まれ、 秋田県にかほ市浄専寺
副住職、 福島こども保養基金代表、 宗
祖親鸞聖人御誕生八百五十年 ・ 立教
開宗八百年慶讃法要テーマに関する教
学委員会委員

講師メッセージ
毎日、 自損損他の悲しいニュースが流れ、 人と生まれたこと
の意味を問わずにはおれません。
良し悪しを越えて、 人と人とが本当に出遇っていける道はあ
るのだろうか。 南無阿弥陀仏にたずねていきたいと思います。

持ち物 真宗大谷派勤行本(赤本)念珠　その他必要と思われるもの

真宗大谷派(東本願寺） 高岡教区第８組
問い合わせ先　万徳寺 (射水市布目沢538)　　☎0766-54-1387

※1 感染症拡散防止のためマスク着用で参加ください
※2 申し訳ありませんが発熱の方は参加をご遠慮ください
※3 会場にて検温を実施します

【第 1 期法要】2023 年 3月25日（土）から 4月 8 日（土）まで〈15日間〉
【第 2 期法要】2023 年 4月15日（土）から 4月29日（土）まで〈15日間〉

宗祖親鸞聖人御誕生八五十年 ・立教開宗八百年慶讃法要

け し ば よ り こ


